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２００５年６月豪雨によって，沖縄島北部国頭村の林道脇の千枚岩の切り取り斜

面で発生した表層崩壊を対象に，貫入試験強度（/ＶＣ値）がどれだけの強度で崩

壊がおこっているのか，崩壊がおこった深さはどれだけなのかを明らかにし，

崩壊面付近の士の物性を測定して，斜面の安定解析を行った．また，崩壊が発

生していない斜面について，安定性を議論した．崩壊が発生したと推定される

2005年６月１２～１８日に計410ｍｍの集中豪雨があり，６月１６日には最大時間雨

量２４ｍｍ／hrを記録した．地形計測と簡易貫入試験による士層構造の調査から，

崩壊地の斜面勾配は４０°，崩壊深は190ｃｍであり，崩壊面はﾉVC値が８～１０と

なる士層に形成された．崩壊面の士層の飽和透水係数は非常に小さく，そのた

め豪雨があると崩壊面を難透水層として，それより上部に地下水面が容易に形

成されると考えられる．飽和条件で行った現場ベーンせん断試験から，崩壊面

の士層のせん断強度定数はc鰹[＝lO60gf／cni，のSai＝29.8゜であった．崩壊面の士

層は粘土，シルト含有率が69.4％にもなるが，のが大きくなっているのが特徴

である．スレーキング試験では①を低下させる膨潤,性粘士鉱物は含まれていな

いことが判明した．

これらの物性値を用いた無限長斜面の安定解析を行うと，崩壊発生時の地下

水面は地表面近くまで上昇したと推定される．地下水面が地表面まで到達して

いたと仮定して斜面安定解析を行うと，斜面勾配40゜では,最低崩壊深は164ｃｍ

となり，表層崩壊の崩壊深としては比較的大きい．対象とした崩壊地の流域で

斜面勾配を計測すると，勾配４０°以上の急斜面が斜面下部に多く存在し，これ

らの斜面では表層崩壊が発生する危険性が高いと考えられる．


